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　ふれあいの丘芝生広場の北側にある大工房と
シャトー・エスポワールとをつなぐ上り坂の中腹あ
たりにこの彫刻は立っています。

　釣鐘を逆さに
したようなこの作
品には、表面にい
くつもの突起が
あり、下の方には
東西に向けて貫
通した四角い穴
があります。南米
ペルーのチチカ
カ湖付近にある
墓の遺跡を模し
て造ったといいま
す。突起部分は石
の移動などの際
に必要なもので、
墓として完成すれ
ば切り取られるも

の。四角い穴は、東に向けること
で太陽のエネルギーを取り込み、
再生を願うためのものだそうで
す。突起が残されたのは「墓として
は未完成－まだ実用ではない－」
という意味が込められています。
　Eternal Cradle（エターナル　ク
レイドル）とは「永遠のゆりかご」
という意味。この作品を昇る太陽や沈む太陽ととも
に眺めて、毎日生まれ変わるような気分、再生の感
覚を味わってほしいと作者は願っています。
　作者は、1972年神奈川県生まれの柴山京子さ

ん。東京造形大学彫刻
研究室を修了し、1998
年に国画会展新人賞を
受賞。韓国やペルーの
国際彫刻シンポジウム
に参加後、本市のシン
ポジウムに参加。その
後も個展や国展への出
品など精力的に活動中
です。国画会会員。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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収
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こ
の
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い
た
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幟
は
細
長
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布
の
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け
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立
て
て
標
識
と
す
る
も

の
で
、
軍
陣
・
祭
礼
・
儀
式
な
ど
に
用

い
ら
れ
ま
し
た
。

　

旗
の
真
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中
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丸
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文
字
」

と
い
う
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し
る
さ
れ
て
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ま
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こ
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那
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家
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、
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は
「
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と
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む
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と
か
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、
戦
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「
勝
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い
う
意
味
を
込
め
て
採
用
し
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。

　

ま
た
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、
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い
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も
併

用
し
て
い
ま
し
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。
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ひ
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大
き
さ
、
迫
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。
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